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一
月
十
一日
、
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館
で
、

平
成
二
十
一
年
成
人
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
関
町
長
か
ら
式
辞
、
井
上
信
雄
町

議
会
議
長
、
藤
野
利
和
県
議
会
議
員
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
祝
辞
を
受
け
た
後
、
水
嶋
康
博
さ
ん
と
山
本
宣

史
さ
ん
が
新
成
人
を
代
表
し
て
、「
社
会
の一
員
と
し

て
認
め
て
も
ら
え
る
よ
う
、
自
分
の
行
動
に
責
任
を

持
ち
、
自
ら
の
信
じ
た
目
標
や
夢
に
向
かっ
て
努
力

し
てい
き
た
い
。」
と
誓
いの
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
新
成
人
は
、
成
人
に
な
る
こ
と
への
不

安
と
緊
張
と
と
も
に
、
自
身
の
未
来
への
夢
に
胸
を

膨
ら
ま
せ
てい
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
各
地
区
の
実
行
委
員
会
主
催
に

よ
る
「
成
人
の
つ
ど
い
」
が
開
か
れ
、
新
成
人
た
ち

は
久
し
ぶ
り
に
会
う
旧
友
や
恩
師
と
親
交
を
深
め
、

思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
てい
ま
し
た
。

新
成
人
と
し
て

　
　

  
心
新
た
に

朝
日
地
区

A coming-of-age ceremony
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織
田
地
区

宮
崎
地
区

越
前
地
区
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大　

賞
「
水
仙
が
海
に
む
か
っ
て
歌
っ
て
る
」

 

奨
励
賞

 

佳　

作

 

大　

賞
「
呼
鳥
門
行
く
た
び
水
仙
思
い
出
す
」

 

奨
励
賞

 

佳　

作

 

大　

賞
「
水
仙
の
や
や
下
向
き
を
愛
し
け
り
」

 

奨
励
賞

 

佳　

作

 

大　

賞
「
水
仙
を
生
け
て
背
筋
を
伸
ば
し
け
り
」

 

奨
励
賞

 

佳　

作

 

大　

賞
「
ま
ほ
う
の
水
仙
」

 

奨
励
賞

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
顔
」

「
カ
ニ
の
つ
ぶ
や
き　
　

〜
水
族
館
よ
り
〜
」

 

佳　

作
「
風
車
」

「
水
仙
」

「
水
仙
」

「
水
せ
ん
」

「
す
い
せ
ん
」

 

大　

賞
「
ス
イ
セ
ン
」

 

奨
励
賞

「
冬
の
ぬ
く
も
り
」

「
か
に
」

 

佳　

作
「
貴
方
の
姿
と
証
」

「
な
ん
の
た
め
に
が
ん
ば
る
の
か
」

「
水
仙
を
見
つ
け
て
」

「
決
意
」

蟹
と
水
仙
の
文
学
コ
ン
ク
ー
ル  

入
賞
者  

大
賞
作
品

俳
句
部
門（
小
学
生
の
部
）
応
募
総
数

７
０
３
句

俳
句
部
門（
中
学
生
の
部
）
応
募
総
数

１
，４
３
９
句

俳
句
部
門（
高
校
生
の
部
）
応
募
総
数

８
０
２
句

俳
句
部
門（一般
の
部
）

応
募
総
数

１
，６
６
６
句

詩
部
門（
小
学
生
の
部
）

応
募
総
数

１
１
３
編

詩
部
門（
中
学
生
の
部
）

応
募
総
数

２
８
３
編
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「
み
ん
な
で
食
べ
る
カ
ニ
」

 

大　

賞

　

「
Ｅ
＝
mc2

」

 

奨
励
賞

「
ひ
と
り
暮
ら
し
」

「
水
仙
」

 

佳　

作
「
生
き
て
い
る
」

「
花
の
贈
り
物
」

「
水
仙
を
見
守
る
」

「
待
ち
人
」

「
旅
立
ち
」

 

大　

賞
「
お
見
舞
い
」

 

奨
励
賞

「
夏
の
ひ
か
り
」

「
忘
れ
蟹
」

「
蟹
と
紅
白
」

 

佳　

作
「
に
お
い
が
立
ち
始
め
る
前
に
」

「
水
仙
の
花
」

「
旅
す
る
蟹
は
」

「
忘
れ
潮
」

「
面
影
の
花
」

詩
部
門（
高
校
生
の
部
）

応
募
総
数

６
０
編

詩
部
門（一般
の
部
）

応
募
総
数

１
９
４
編
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